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鳥取駅周辺整備コンセプト図

市道駅前太平線バード・ハット整備
１

鳥取大丸リニューアル
３

シャミネ鳥取店リニューアル
２

市道扇幸町１号線拡幅
（一部完了）

４

1-1．背景・経過
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１．全体の構成

• 人口減少、少子高齢化など様々な課題を抱える中、本市では、持続的な発展に向けて中心市街地と地域生活拠点を
公共交通により有機的に結ぶ多極ネットワーク型コンパクトシティの実現を目指しています。

• これに向け、高度な都市機能が集積する中心市街地においては中心核としての役割を強化することが必要です。
• その中でも、交通結節点である鳥取駅周辺の再生を図るため、平成２３年９月に鳥取駅周辺再生基本構想を策定し、
官民連携して再生に取り組んできました。

構想期間内で実施された主な事業（構想期間：平成23年度～令和２年度）

鳥取駅周辺は
中心拠点に位置づけ

① 中核市の中心エリアとしてふ
さわしい都市機能や居住地が
バランスよくコンパクトに配
置された便利で住みよい市街
地の形成

② 田園地域での良好な生活環境
や営農環境の形成

③ 自然環境の積極的な保全と、
レクリエーションや学習の場
としての利活用

④ 全ての市民が公共交通を利用
して気軽に移動できる公共交
通のネットワーク化

都市づくりの理念

都市づくりの将来像

多極ネットワーク型コンパクトシティ

既に高度な都市機能が集積してい
る中心市街地を「中心拠点」、身
近な生活サービス機能が集積して
いる総合支所周辺などを「地域生
活拠点」と定め、各拠点が提供す
るサービスを役割分担し、各拠点
やその他の集落地をバスなどの公
共交通で効率的に結ぶ「多極ネッ
トワーク型コンパクトシティ」の
実現を目指す。

中心拠点の整備方針

ア）街なか居住の促進 オ）新たな賑わい空間の創出
イ）商店街の活性化 カ）回遊性の向上
ウ）高次都市機能※の集積
エ）交通環境の改善

コンパクトシティの中心拠点

市役所本庁舎の
移転

５

駅南の再整備
（バス駐車場等）

６

出典：鳥取市「鳥取市都市計画マスタープラン（平成29年3月）」



1-2．令和元年度の取り組み
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１．全体の構成

中核市・連携中枢都市圏の中心市へ
• 平成３０年４月に本市は中核市となり、また同時期に形成された因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏の
中心市としての役割も期待されています（令和２年４月時点で連携中枢都市圏に兵庫県香美町が加わり、
「１市６町」になりました）。

協定の締結と鳥取駅周辺に係る基礎調査（事前配布資料）の実施
• 鳥取駅周辺がそのエントランスとしてふさわしい姿となるよう様々な取り組みを進める中、令和元年７月
には独立行政法人都市再生機構と協定を締結し、まちづくりに連携協力して取り組むとともに、同年基礎
調査を実施し鳥取駅周辺が抱える課題の抽出を行いました。

山陰地方で、中核市の要件を満たすのは鳥取市と松江市

旧鳥取市、合併地域の市
民にとっても等しく集まり
やすい拠点。

連携中枢都市圏の市民
に対して高次の都市サー
ビスを提供する拠点。
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1-3．基本構想（第２期）策定方針
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１．全体の構成

•以上の経過を踏まえ、関係団体等との構想内容の検討を行い、令和３年度から先を見据
えた「鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）」を策定することとします。

①鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）策定委員
会を設立します。
任期予定：令和２年６月～令和３年３月
学識経験者、交通事業者、商業関係者、観光関係者、
まちづくり関係団体、構想区域住民等

②策定委員会の開催（５回程度）

③パブリックコメント実施予定

④鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）の
策定と公表

⑤鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）の
概要版の作成

鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）の対象区域

凡例
鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）
の対象区域
鳥取駅周辺再生基本構想（H23.9）
の対象区域
鳥取市中心市街地活性化計画に定
める区域



（参考）将来人口 他
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１．全体の構成

総人口の推移と将来推計
• 本市の人口は2005年をピークに減少傾向にあります。
• 国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、今後、
人口は急速に減少を続けることが推察されています。
※国立社会保障・人口問題研究所：以下「社人研」という。

人口の将来展望／人口減少問題に取り組む基本方針
• 本市では、出生率の上昇や転入増加に寄与する政策の誘
導を通じて、人口減少の抑制・克服をめざします。

• また、次世代の鳥取市を担うひとづくり、誰もが活躍で
きるしごとづくり、にぎわいにあふれ安心して暮らせる
まちづくりを通じ、将来像の実現をめざします。

目標人口
2040年：166千人
2060年：140千人

社人研推計
2040年：165千人
2060年：135千人

出典：鳥取市「鳥取市創生総合戦略 （平成27年9月策定,令和２年3月改訂）」

出典： 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30年）」
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1-4．策定体制
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１．全体の構成

鳥取市長鳥取市議会
（建設水道委員会）

（決定）

〔報告〕

鳥取市民

SQﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ鳥取駅再整備ﾁｰﾑ
【ﾒﾝﾊﾞｰ】
鳥取市関係課（政策企画、障がい福祉、都市企画、交通政策、
都市環境、道路、経済･雇用戦略、観光ｼﾞｵ･ﾊﾟｰｸ推進、中心市街
地整備課（ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ、事務局））、UR中国事務所（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

（参画･意見）

〔周知・説明〕

〔報告〕

事務局
鳥取市中心市街地整備課、UR中国事
務所、(株)エイト日本技術開発

鳥取県関係各課

〔発議･照会〕

（鳥取県 庁内取り纏め）

（鳥取市 庁内取り纏め）

鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）策定委員会
【委員】
環大、鳥大、会議所、商店街（駅前、本通、末広温泉町）、中活協、JR西日本、日本交通㈱、日ノ丸自動車㈱、ﾀｸｼｰ協会、観
光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会、民藝観光まちづくり協議会、地域ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ、若者地方創生会議、自治体連合会（明徳、日進）

【ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ】
国交省鳥取河川国道事務所、鳥取県（道路企画、交通政策、観光戦略、中山間地域政策）、県警本部（交通規制）、鳥取市
（経済観光部、都市整備部）、UR中国事務所

〔照会〕

〔照会〕



1-5．検討スケジュール・議題案
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１．全体の構成

開催時期 内 容 備 考

準備会議 R2.4.30
・鳥取駅周辺の賑わい創出に関する基礎調査について
・鳥取駅北口交差点交通実態調査について
・鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）策定について
・鳥取駅周辺再整備に関する意見交換

第１回 R2.6.2

・鳥取駅周辺再生基本構想（第２期）策定について
・これまでの取組みについて（H23構想）
・策定に当たっての視点、前提条件等について
・鳥取駅周辺地区の課題等について
・意見交換

個別訪問 R2.6～7 ・課題、対応策、将来像等について（意見聴取） 委員会の進捗次第
で実施

第２回 R2.7～8頃 ・課題、対応策等について
・方針案について

第３回 R2.10頃 ・めざすべき将来像及び将来ｲﾒｰｼﾞ等について

第４回 R2.12頃 ・基本構想(案)（市民政策コメント(案)）について

市民政策ｺﾒﾝﾄ R3.1頃 ・市民政策コメントの実施について

第５回 R3.2頃 ・市民政策コメントの結果と意見反映案について
・基本構想(案)について



（新型コロナウィルス対応等）
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１．全体の構成

• 5月28日時点で、県内での感染者は３名。

•緊急事態宣言が解除され、徐々に通常体制に戻りつつあるものの、
大人数の会議を開催する場合には特に、配慮が必要。
（広めの会議室を準備、消毒液の準備、マスク配布及び着用お願い等）

•ビデオ会議による出席も可

•今後の感染状況如何によっては、会議体制の変更もあり得る。
会議の簡素化、時間短縮
会議開催回数の縮減、招集人数の縮減
書面照会の実施
構想策定の延期 等



2-1．現状1（当初基本構想⇒後期基本計画）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

鳥取駅周辺再生基本構想（H23.9策定）

鳥取駅周辺再生基本計画（H24.10策定：前期計画⇒H30.3改定：後期計画）

【基本理念】人が集い 交流し 魅力あふれる街『鳥取ＯＡＣＩＳ(オアシス)』の創造
駅周辺地区では、市の広域交通の起点（Origin）として魅力的（Attractive）で人々が集い・交流（Communication）が進み、また新時代に対応した各種情報（Information）が
ますます集積する、持続可能（Sustainable）なまちづくりをめざす。

【駅周辺地区のめざすべき将来像（4つのテーマ）
（１）多機能を高度に集積した広域商圏対応型拠点の形成 ⇒公共駐車場、鳥取駅前太平線再生プロジェクトなど
（２）回遊性と滞留性をもたせた人が行き交う交通結節点の形成 ⇒公共駐車場・駐輪場、新総合公共交通システムとの連携など
（３）低炭素社会の実現に向けた都市環境の形成 ⇒自転車走行空間、鳥取駅前太平線芝生広場など
（４）便利で安心、住み続けたいと思える快適な生活空間の形成 ⇒高齢者向け住宅、保育施設、共同建替えへの支援など

後期計画期間 平成30（2018）年度～令和4（2022）年度の５年間

整備の
コンセプト

駅南北の大型商業施設等を中心とする賑わい拠点間の基盤
整備を行うことで、官民連携による利便性や回遊性の向上を
図るとともに、動線整備と併せた新たな賑わい空間を創出

中核市移行による連携中枢拠点都市にふさわしい高度な次元
の都市機能の強化について検討

【基本計画において整備する機能】
①駅南側の歩行者動線の確保
②駅北側の歩行者動線の拡充
③公共駐車場・駐輪場の整備
④地域交流センターの整備
⑤緑化施設の整備



2-1．現状1（当初基本構想に基づく事業の整備状況）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

（整備済）
（一部整備済）

【個別整備の考え方】

鳥取駅前太平線再生プロジェクト

市道駅前太平線において、４車線道路を２
車線に変更し、歩道空間を拡大。芝生広場、
街路樹、大屋根、荷さばき駐車帯、駐輪場
等を整備し、賑わいづくりのためのハード、
ソフト施策を官民共同で進め、鳥取駅周辺、
中心市街地再生の起爆剤とします。（平成 24
年度完成予定）

公共駐車場・駐輪場
公共駐車場の整備により、観光客を含む市
内外からの来訪者にとっての利便性の向上
を図ります。
また、サイクル・エコタウン推進の観点か
らレンタサイクル等の導入を促進し、二次
交通乗り換え機能の向上を図ります。

鳥取駅と商店街をつなぐ歩行者通路
新たな歩行者動線の確保により、歩行者の
移動を円滑化し、利便性や安全性を向上す
ることで、既存商業集積の間に人の流れを
作り出し、鳥取駅から商店街への回遊性の
向上につなげます。

市役所新庁舎と鳥取駅をつなぐ
歩行者通路
市役所新庁舎と鳥取駅をつなぐ歩行者通路を
整備することにより、新たな人の流れを作り
出し、駅周辺と新庁舎周辺の回遊性の向上に
つなげます。

バスターミナル再整備
歩行者やバスの動線を改善することで、来訪
者にとっての移動の利便性や安全性を向上さ
せ、交通結節点としての機能強化による拠点
性の向上を図ります。

街なか足湯及び風紋広場シェルター

来訪者が｢憩える｣、｢集える｣、｢交流する｣空間
を生み出すことで、回遊性や滞留性を向上し、
活力や賑わいの創出につなげます。

市道扇幸町１号線拡幅
賑わい空間の創出

駅北歩行者動線拡充

駅南の自動車交通ｱｸｾｽ改善

公共駐車場・駐輪場整備

市道扇幸町１号線拡幅（第３期）
賑わい空間の創出

駅北歩行者動線拡充

公共駐車場・駐輪場整備

地域交流センターの整備

緑化施設の整備

策定

コンセ
プト

Ｈ30.3

駅南北の回遊性の向上

拠点性の強化による賑わいの創出

鳥取駅周辺再生基本計画（前期） 鳥取駅周辺再生基本計画（後期）
策定

コンセ
プト

Ｈ24.10

駅南北の回遊性の向上

動線整備と併せた賑わいの創出

策定
基本理念

Ｈ23.9
人が集い交流し魅力あふれる街「鳥取OACIS」の創造

鳥取駅周辺再生基本構想

多機能を高度に集積した広域商圏対応型拠点
高速道路整備に伴う商業圏域の受皿づくり
（公共駐車場）

既存商業施設間の一体性の確保（歩行者通路）

民間活力との連携
（鳥取駅前太平線再生プロジェクトなど）
民間の商業活動への支援
（鳥取駅前太平線再生プロジェクトなど）
観光バスでの来訪環境の向上
（バスターミナル再整備など）

将　
来　
像

回遊性と滞留性をもたせた人が行き交う交通結節点
歩行者動線の改善（歩行者通路、自転車走行空間、
バスターミナル再整備）
滞留できる広場の整備（ケヤキ広場、風紋広場、鳥取
駅前太平線芝生広場）
乗り換え機能の向上（バスターミナル再整備、新総合
公共交通システムとの連駅、公共駐輪場）

低炭素社会の実現に向けた都市環境
公共交通の利用促進（バスターミナル再整備、新総合
交通システムとの連携）
自家用車から自転車への転換促進（公共駐車場・駐輪
場、自転車走行空間）
緑化の推進と保全（ケヤキ広場、風紋広場、鳥取駅前
太平線芝生広場、街路樹）

自然エネルギーの導入促進（太陽光発電、LED など）

便利で安心、住み続けたいと思える快適な生活空間
商業空間再整備を伴う共同建替えや改修などの促進
（アドバイザー派遣、共同施設整備に要する費用などの
支援）
来街者のくつろぎの場や憩いの場の整備、市民の文化
的ニーズを満たす場の提供（情報交流カフェ、シア
ター、カルチャースクールなど）
女性の社会参画等を推進する場の整備（保育施設、
託児所、子育て交流施設など）
高齢者福祉機能の充実（高齢者向け住宅、デイサー
ビスなど）

・シャミネ駐車場東側～駅南ロータ
リー

・国道53号交差点形状及び横断方法の
変更

・隣接地の新たな賑わい（民間）創出

・駅から商店街への回遊性向上
・地下道などのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ機能の拡充
・道路管理者や交通管理者との協議

・民有地における合意形成
・整備方式や管理方式の検討
・歩行者動線の検討

・多目的ｽﾍﾟｰｽ、活動ｽﾍﾟｰｽ、展示場
　ｽﾀｼﾞｵなど
・多世代にわたる市民が交流できる場
・鳥取の魅力をPR

・国道53号から幸町棒鼻公園に至る緑地
・新庁舎敷地内のｵｰﾌﾟﾝなｽﾍﾟｰｽ

（未整備）

（一部整備済）

（一部整備済）

（未整備）

（未整備）

（整備済）

（整備済）

（整備済）

・駅南交通広場整備

風紋広場にトイレ等を設置



2-2．現状2（基礎調査の主旨・項目）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

●第２期基本構想の策定に向けては、鳥取駅周辺の賑わい創出にかかる問題点・課題の抽出、必要な施策検討に向けた基礎資料として、既存資料や都市計画基礎調
査等の資料を基に、以下に示す項目について基礎調査を実施した。

基 礎 調 査 項 目

１）上位・関連計画調査 ② 商店街関係調査 ７）歴史調査

① 都市計画マスタープラン ③ 土地利用関係調査 ① 史跡・文化財調査

② 鳥取市景観計画 ４）施設調査 ② 市街地変遷調査

③ 中心市街地活性化基本計画 ① 商業施設関係調査 ８）意向調査

④ ウォーカブル推進都市への賛同 ② アミューズメント施設関係調査 ① 市民及び来訪者意向調査

⑤ インフラ整備に係る情勢の変化 ③ 宿泊施設関係調査 ② 事業者意向調査

２）交通調査 ④ その他施設調査 ９）その他調査

① 鉄道関連調査 ５）環境調査 ① 人口動態関係

② バス関連調査 ① 気象調査 ② 地価・路線価調査

③ その他交通関連調査 ② 地下水調査 ③ 税収調査

④ 道路交通関連調査 ③ 自然災害調査 ④ 無料Ｗｉ－Ｆｉエリア関係調査

⑤ 駐車場・駐輪場関連調査 ６）既存条件調査 ⑤ 鳥取市におけるトピックス

３）土地利用調査 ① 協定等調査 ⑥ 事例調査

① 建築物関係調査 ② 法規制等調査 ⑥ 他都市比較



2-2．現状2（上位・関連計画調査：鳥取市都市計画マスタープラン）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

既に高度な都市機能が集積している中心市街地を「中心拠点」と定め、その他の周辺の地域生活
拠点が提供するサービスと役割分担し、各拠点間を公共交通で効率的に結ぶ「多極ネットワーク
型コンパクトシティ」の実現を目指している

今後のまちづくりの方向性と「10の構成要素」

コンパクトシティの中心拠点

① 中核市の中心エリアとしてふさわしい都市
機能や居住地がバランスよくコンパクトに
配置された便利で住みよい市街地の形成

② 田園地域での良好な生活環境や営農環境
の形成

③ 自然環境の積極的な保全と、レクリエー
ションや学習の場としての利活用

④ 全ての市民が公共交通を利用して気軽に
移動できる公共交通のネットワーク化

都市づくりの理念

都市づくりの将来像

多極ネットワーク型コンパクトシティ

既に高度な都市機能が集積している中心市街
地を「中心拠点」、身近な生活サービス機能が
集積している総合支所周辺などを「地域生活拠
点」と定め、各拠点が提供するサービスを役割
分担し、各拠点やその他の集落地をバスなどの
公共交通で効率的に結ぶ「多極ネットワーク型
コンパクトシティ」の実現を目指す。

中心拠点の整備方針

鳥取駅周辺は中心
拠点に位置づけ

ア）街なか居住の促進
イ）商店街の活性化
ウ）高次都市機能※の集積
エ）交通環境の改善
オ）新たな賑わい空間の創出
カ）回遊性の向上

※高次都市機能
都市機能のうち、日常生活
の圏域を越えた広域地域を
対象とする多くの人々を対
象にした、医療、商業、行政
などあらゆる分野で質の高
いサービスを提供する機能
のこと。（総合病院、デパー
ト、市役所本庁舎など）



2-2．現状2（上位・関連計画調査：中心市街地活性化基本計画）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

駅周辺地区は、山陰東部圏域の中心市の核、様々な機能が集積する舞台に位置付けられている
駅周辺は、エントランス機能強化ゾーンとして、交通結節点機能の強化、駅南北の回遊性の向上、
観光情報の発信が求められている

中心市街地活性化基本計画 第３期（H30.4月)

項目 内容

計画期間 平成30（2018）年4月～令和5（2023）年3月

計画区域
鳥取駅周辺地区と鳥取城跡周辺地区を核とし、その２つの核をつなぐ若桜街道と
智頭街道を軸とする、二核二軸を中心とした約２１０ｈａ

テーマ 集い、つながる、とっとりのまち、山陰東部の都市核づくり

基本方針
◆交流による活気あるまち
◆誰もが豊かに暮らせるまち

エリア
コンセプト

鳥取駅周辺地区：
山陰東部圏域の中心市の核として、駅を中心にさまざまな機能が集積する舞台
鳥取城跡周辺地区：
歴史・文化等を有する観光交流と、豊かな居住の舞台

重点施策

◇鳥取駅周辺の多様な機能の拡充による賑わいの再生
◇地域資源等の活用による観光交流の促進
◇中心市街地の回遊・滞在性の向上による経済活力の向上
◇既存ストック（※）の活用等による地域の再生
（※既存ストック：現在すでにある空き家・空き地・コミュニティなどの蓄積）

鳥取駅周辺地
区ゾーン設定

①エントランス機能強化ゾーン⇒【駅周辺】
②市民サービス・情報発信・防災機能集積ゾーン⇒【市役所新本庁舎周辺】
③福祉保健機能集積ゾーン⇒【市役所駅南庁舎周辺】
④民藝観光推進ゾーン⇒【民藝館通り周辺】
⑤賑わい魅力創出ゾーン⇒【二軸周辺】

1
2

3

4

5
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

2-2．現状2（上位・関連計画調査：ウォーカブル推進都市への賛同）

今後のまちづくりの方向性と「10の構成要素」

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」からはじまる都市の再生（R1.６月）

「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」により「居心地が良く歩きたくなるまちなか」形成によるイノベーション創出
と人間中心の豊かな生活実現に向けた都市構築が提言された
併せて、まちづくりに必要となる「１０の要素」や、国が講ずべき「１０の施策」が提言されている
国交省ではR1.12に令和2年度予算のとりまとめ、税制改正、検討会・懇談会、作成予定の事例集・ガイドライン等のとりまとめを実施
鳥取市は、本取組に賛同する「ウォーカブル推進都市（247団体（R2.4.30現在））」として参加している

今後のまちづくりにおいては、コンパクト・プラス・ネットワーク等の都市再生の
取組をさらに進化させ、 官民のパブリック空間をウォーカブルな人中心の空間
へ転換し、 民間投資と共鳴しながら「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を形
成する必要

多様な人々の出会い・交流を通じたイノベーションの創出や人間中心の豊かな
生活を実現し、まちの魅力・磁力・国際競争力の向上が内外の多様な人材、関
係人口をさらに惹きつける好循環が確立された都市の構築を図るべき

要素（１） まちなかへ多様な人を集める
要素（２） 官民のパブリック空間をウォーカブルな人中心の空間にする
要素（３） 量に加え、交流・滞在など活動の質も重視する
要素（４） 官か民かでなく、中間領域（空間、組織）を活用する
要素（５） 仮設・暫定利用、実験などLQCアプローチに力を込める
要素（６） 完成・成熟を求めず、育成・更新を続ける
要素（７） 多様性を共存させる
要素（８） 場所性や界隈に根差し、本物のオンリーワンが生まれる
要素（９） ゆるやかなプラットフォームでビジュアル、実験結果、データを共有する
要素（10） フィジカル空間にサイバー空間を融合させていく

今後のまちづくりの方向性

「10の構成要素」

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」形成のイメージ

（「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」中間とりまとめ）（国土交通省）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

2-2．現状2（基礎調査総括）
駅周辺地区を取り巻く状況

項目 前回構想策定以前（H23.9） 構想策定後の状況 方向性 評価

①歩行者・自転車通
行量の状況

 中心市街地内における、歩行者・自転車の通行量
の減少傾向

 平日約37％、休日約46％減少（H10～H22）
 賑わい・集客力の減少

 休日の交通量は、H25のバード・ハットのオープン以降、H28を除
き増加傾向で回復傾向

 レンタル自転車利用は、順調に推移
 中心市街地の印象の悪さ上位に駐車場不足

回復傾向はみられるが、歩行環境、
利便性には課題
誘客策及びそれらによる回遊性向
上が求められる

△

②居住人口の状況 居住人口の減少傾向。H7～H17までの10年間で約
6％減少

 中心市街地内人口は、H23～H31にかけ、ほぼ横ばいで推移
（12,504人→12,333人 -1.4％）

 一方、鳥取市総人口は、H23～H31にかけ、減少傾向
（194,871人→187,288人 -3.9％）

 高齢人口割合は、27.1（H23）％から30.2％（H31)と増加している

中心市街地における居住人口は横
ばいを維持している
まちなか居住の推進のため、中心
市街地の魅力向上が求められてい
る

△

③商業の状況
 中心市街地内の商店数及び年間販売額の減少
 郊外型商業店舗が増加、中心市街地の個店など

の減少

 年間販売額はH19～H26にかけて緩やかな減少・中心市街地内
商業施設の客足の伸び悩み

 空き店舗数は10年前の水準で高止まり

全国的にも無店舗販売の拡大に伴
い、百貨店や商店街の売上が減少
している中で、当該エリアの年間商
品販売額は緩やかな減少・空き店
舗数同水準を維持
イベントやアミューズメント機能等の
充実による商業施設への誘客が求
められる

△

④地価の状況

 鳥取駅北側周辺３地点における地価の推移は、
それぞれ約50％前後下落（H14～H19）

 駅前の商業地の一等地である栄町は、約56％と
大きく下落

 全体的に下落傾向、特に駅前エリアは6.3万円/㎡下落（H23～
H31 -32％）しており、下落傾向が続いている

 路線価の高い駅前のエリアでは、H25～H30年間で約２割下落
（総地価はH15～H30で約4割まで下落）

 DID内人口、駅周辺地価ともに減少傾向

地域経済の活性化やまちの魅力向
上による、不動産取引の活性化（地
価上昇）が求められる

☓

⑤鳥取駅及び鳥取バ
スターミナル乗降人
員の状況

 鳥取駅の乗降人員は、毎年減少、5年間で約12％
減少(H16～H21)

 一方で、利便性に優れた高速バス、循環バス及
び定期観光バスはそれぞれ約4％前後増加

 鳥取駅乗降人員は、H23～H31にかけほぼ横ばいで推移（406万
人→396万人 -2.5％）

 コミュニティバス「くる梨」の利用者数は、本格運行されたH15以
降、利用者数は増加傾向

鳥取駅利用者は横ばいを維持して
いる
公共交通の充実、ターミナル機能の
充実が求められる

△

駅周辺地区のポテンシャル

交通結節点としての機
能による優位性

鳥取自動車道や山陰自動車道、鳥取豊岡宮津自動
車道の整備が順次推進により、かつて25 万人と言
われた本市の商圏人口は、今後35万人規模まで達
する見通し

 中心都市（連携中枢都市）として、山陰東部圏域全体の発展の
核になる役割が期待

 市庁舎移転による行政機能の集約、駅周辺のポテンシャル向上
 山陰道は北条道路開通予定など、整備推進
 鳥取自動車道（H25.3）、鳥取西道路（R1.5）が開通
 鳥取港は、平成30年より20年ぶりの港湾計画全面改訂へ向けた

検討 等

まちなかの賑わい創出、広域観光
や広域的な防災の拠点としての役
割がより大きくなる

〇

社会的背景

外国人旅行者
 鳥取県における外国人宿泊者数は5年間で約３倍増加、全国（約2倍）の伸び率と比較して、大きな伸びとなっている
 地方都市の交通課題解決に向けた日本版MaaS等新たなモビリティサービス活用が推進されている
 ウォーカブル推進都市、ユニバーサルデザインによる歩行空間の整備等、まちなか歩行環境の重要性が高まっている

〇

【評価】○：前回構想策定時と比較して状況が改善・好転している △：前回構想策定時と比較して状況に大きな変化がみられない ☓：前回構想策定時と比較して状況が悪化している



2-3．論点整理（将来像・ビジョン等への展開）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点



2-3．論点整理（将来像・ビジョン等への展開）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

■鳥取駅周辺課題点位置図
（ ）内の数字は
資料4 右下の
駅前エリアの価値向上の番号と対応

①鳥取駅周辺空間での交通アクセス・ターミナル機能の強化
②バスターミナル・駐車場等での情報提供・発信機能充実
③鳥取駅周辺での集客機能の利活用促進

④鳥取駅周辺でのアミューズメント機能の充実
⑤鳥取駅周辺及び中心市街地での回遊性・滞在性の向上
⑥新たな事業者を呼び込む



2-3．論点整理（将来像・ビジョン等への展開）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

位置 現状・課題（16頁） 根拠・視点【基礎調査ﾍﾟｰｼﾞ】 取組(15頁)

ﾊﾞｽ
ﾀｰﾐﾅﾙ

･ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ(待合所等)の老朽化
･系統等の案内不足
･ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの駅北口からの離隔と分かりにくさ

･公共交通利用状況【P31･32】
･意向調査 等

①

交差点
･地下道にｴﾚﾍﾞｰﾀｰがなく、ｴｽｶﾚｰﾀは時間限
定。

･歩行者自転車通行量【同 P24】
･現地調査 等

③、⑤

緑陰
広場

･ケヤキ広場の座るｽﾍﾟｰｽが少ない
･無料Wi-Fi未整備

･無料Wi-Fiｽﾎﾟｯﾄ分布状況【P21】
･意向調査 等

⑤

ｹﾞｰﾄ
空間

･駅前広場内の施設案内の不足
･観光案内施設が離れている。

･意向調査
･現地調査 等

②
⑤

交通
広場

･自家用車の乗り入れ、ﾀｸｼｰ待機場の混在
･鳥取城址を眺望できる溜まり空間がない

･現地調査 等
①

風紋
広場

･利活用が活発でない。 ･集客機能【P17】
①

―
･空き店舗活用の動きはあるが、空き店舗数は
高止まり傾向にある。

･空き店舗状況【P16】
③～⑥

― ･市民、観光客が求める施設不足。
･ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ施設、観光施設状況【P18･19】
･意向調査 等

③～⑥

―
･歩行者と自転車との共用。店舗周辺の駐輪場
不足

･歩行者等通行量状況【P23】
･意向調査 等

⑤

― ･駐車場の場所等が分かりにくい
･意向調査
･まちなか駐車場ﾏｯﾌﾟ･一覧 等

②

○鳥取駅周辺の課題整理（課題と価値向上に向けた取組との対応）



鳥取駅周辺ゾーニング
（中心市街地活性化基本計画）

2-3．論点整理（将来像・ビジョン等への展開）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

（ ）内の数字は
資料4 右下の
駅前エリアの価値向上の番号と対応

①鳥取駅周辺空間での交通アクセス・ターミナル機能の強化
②バスターミナル・駐車場等での情報提供・発信機能充実
③鳥取駅周辺での集客機能の利活用促進

④鳥取駅周辺でのアミューズメント機能の充実
⑤鳥取駅周辺及び中心市街地での回遊性・滞在性の向上
⑥新たな事業者を呼び込む



2-3．論点整理（将来像・ビジョン等への展開）
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２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点

ゾーン 対応策（中活計画） 効果（中活計画） 導入が考えられる機能等（例示） 備 考

エントランス機
能強化ゾーン

・歩行者導線の改良
・交通結節機能の強化
・観光情報の発信
・駅南北の回遊性向上など

・（市の玄関口としての）
魅力と機能の向上

●鳥取駅周辺空間での交通ｱｸｾｽ・ﾀｰﾐﾅﾙ機能の強化（①、②）
●ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ・駐車場等での情報提供・発信機能充実（①、②）
・乗換･乗継･散策などの快適･安全なﾊﾞﾘｱﾌﾘｰな動線
・鳥取城跡の眺望可能な溜まりを有し、ｼﾝﾎﾞﾙとなる交通拠点
・天候に左右されない移動と溜まれる広場空間
・誰にでもわかりやすい案内、ｻｲﾝ ・交通系ｶｰﾄﾞの活用
・無料Wi-Fiによる情報取集できる環境 ・山陰新幹線(構想)

●駅南北の回遊性の向上（⑤）
・多様な交通動線の整序化 ・安全性の確保
・ﾀﾞﾝｽ、音楽やｹﾞｰﾑ等を楽しむ空間
・各種イベント開催の仕掛けや仕組みづくり

●観光情報の発信（②,④）
・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機能の充実 ・観光案内機能

市民ｻｰﾋﾞｽ･情
報発信･防災機
能集積ｿﾞｰﾝ

・市役所本庁舎、防災倉庫や
公園の整備
・情報発信ｽﾍﾟｰｽ、ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾀｼﾞ
ｵなどを活用

→市民サービス機能や防
災機能の強化
→情報発信の充実

●市民サービス機能の強化(③)
●情報発信機能の強化(②)
・地域情報の発信（民工芸・郷土芸能等の体験）

●防災機能の強化（該当無し）
福祉保健機能
集積ゾーン

・市役所駅南庁舎への保健所、
保健ｾﾝﾀｰ・子育て支援機能の
配置※

・健康づくり、子育て支援
の強化

●健康づくり、子育て支援の強化（③）
・温泉健康機能 ・生涯学習機能

※中核市
移行に伴
う措置

民藝観光推進
ゾーン

・(鳥取民藝等を活かした)空き
店舗の活用、通り環境整備等

・観光交流の促進 ●鳥取民藝を中心とした、空き店舗活用や通りの環境整備による活性
化（③,⑥）

賑わいの魅力
創出ゾーン

・新規開業の促進、既存店舗
の経営強化、既存ストックの活
用

・100円循環バスの活用、・街歩
きの推進等

→賑わいや魅力の創出

→回遊性、滞在性の強化

●新規開業の促進や既存個店の経営強化(③,⑥)
●既存ストックの利活用(③)
●くる梨やまち歩き等による回遊・滞在性の強化（①,⑤）
・自動車から自転車への乗り換え支援
・駐車場・駐輪場の確保や駐車情報の提供
・安全便利な自転車利用環境 ・ｼｪｱｻｲｸﾙ

●ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞの促進(③) ●食や温泉等による滞在性の強化(③,⑤,⑥)
・キッチンカーによる飲食、軽トラ市

○中活計画ゾーン別の対応策、効果及び機能等例示



賑わい施設整備、ｼﾝﾎﾞﾙ性の
ある拠点整備④⓺

バスターミナル再整備
(観光案内所併設等)①、②

風紋広場等改修･利活用（組
織化検討等も含む） ③

将来像・ビジョン等の実現【目的】 主な事業(例)等【手段】 構想策定意義【効果】

効果

（例）
市民･
観光客
の満足
度向上

（計測指標）

立ち寄り場づくり(滞在性向上含む)
④、⑤

-既存建物ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

-共同建替え事業等

地区内ｱｸｾｽ等(回遊性)改善⑤

地区内外ｱｸｾｽ改善

・歩行者等
通行量

・人口

・来訪者数

・売上高

・賑わい度等
（意向調査）

等の上昇

「駅前エリアの価値向上」策（R元年度業務（本資料P１５））
①鳥取駅周辺空間の交通ｱｸｾｽ･ﾀｰﾐﾅﾙ機能強化、②ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ･駐車場等での情報提供･発信機能充実、③鳥取駅周辺での集客機能
の利活用促進、④ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機能の充実、⑤鳥取駅周辺及び中心市街地での回遊性･滞在性の向上、⑥新たな事業者を呼び込む

実現目指す

【現状（主な課題）】
･本資料P１６、１７

○基本構想に位置付ける事業等の目的、効果等の整理

2020.4.8
2020.5.7改

駅周辺の歩行空間整備等

-駅北口横断歩道設置①

-テナントミックス事業等

シェアサイクル

駐車場・駐輪場整備①②

-街路改修等

観光等案内機能強化②④

将来像・ビジョン等

バリアフ
リー化

防災機
能強化

安全・安
心取組

ｴﾘｱ価値
向上

事業等
実施

- -20

2-3．論点整理（将来像・ビジョン等への展開）

２．現状を踏まえた第２期基本構想策定の論点



バスターミナルと複合施設

▲駅前のｽｸﾗﾝﾌﾞﾙ交差点

分かりやすい駅前広場動線（福井）

◀バス乗降場の充実した案内

携帯電話での駐車場情報▶
（東京都中央区周辺）

わかりやすい満空表示（大崎ﾌﾞﾗｲﾄｺｱ）▶

（参考資料）他地区事例

シンボルとなる交通拠点機能の形成

▼観光案内所（福井）

▲国際観光案内所
（松江）

保育所

バスターミナル

ホテル住宅

シネコン

商業施設（150店舗）

▲３Fがバスセンターそれ以外は百貨店（広島）▲バスターミナルと複合施設（熊本）

観光案内所

歩行者動線の整序化、乗換の快適性･利便性向上 溜まれる空間活用の仕掛け

駐車場の情報提供

フリーWi-Fi（大崎）▶

-21-



▲ゲストハウス（東京都新宿区）▲酒蔵を改造した映画館（深谷）

▲公園の屋根・ｽﾃｰｼﾞ（天理） ▲広場の屋根・ｽﾃｰｼﾞ（名古屋･栄）▲駅前広場のシェルター（金沢） ▲駅直結施設内の広場（福井）

▲シェアサイクル（岡山） ▲通行帯（福岡）▲シェアサイクル（広島）

（参考資料）他地区事例

自転車利用環境の充実
シェアサイクル

シェアサイクル
のサイクルポート

一般駐輪

自転車通行帯

▲通行帯（岡山）

賑わいの拠点の形成

アミューズメント機能等の充実
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